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１．はじめに

徳島大学医学部と学部間学術交流協定を締結してい

るメトロポリア応用科学大学は、北欧フィンランドに

位置する。近年、フィンランドでは、急速な高齢化や

保健サービスの地域格差など、日本と同様の問題に直

面している１）。看護師は 次医療での電話トリアージ

やセルフケアの助言、次医療での院内トリアージや医

師の代替医療行為（自治体の医療行政の許可の範囲内）

を行っている２）。

フィンランドの看護師養成では実習がプログラム全

体の 分の 程度をしめており、シミュレーション教

育も充実している２）。講義形式の教授方法は少なく、

一般的に基礎的知識は自己学習で理解し、演習および

デブリーフィングを重視した教育が行われている２）。

本学では、 年より毎年フィンランドに留学生を

派遣してきており、本年は看護教員および看護 年生

（編入生を含む）と看護４年生が留学を体験した。留

学時期は、年後期の臨地実習開始前の 月から 月で

あり、看護専門科目の講義、演習をすべて履修済みで

あった。

本研究の目的は、フィンランド短期留学プログラム

で看護専門科目を受講した看護大学生の授業体験とそ

の学びを明らかにすることである。留学前に日本で看

護専門科目の講義、演習を履修済みである看護学生の

留学成果を考察することで、今後の学部授業内容の見

直しやより充実した留学プログラムを検討するための

基礎資料とする。

２．研究方法

）対象：  年度にフィンランドのメトロポリア応用

科学大学保健看護学部に短期留学した看護学専攻  年
生と  年生を対象とした。留学期間は、  年  月中

旬の約  週間であった。

）学生が体験した看護専門科目の内容

科目名：“ Perioperative Nursing”と“

”

）データ収集方法

学生の学習記録：看護専門科目の授業終了後に研究

者らが作成した記録用紙に講義の内容、学びと学部講

義への要望を記述してもらった。

）分析方法

学生が記載した学習記録の内容を基に、今回の短期

留学に同行し、学生が体験した看護専門科目である周

手術期看護の領域を教育・研究している教員を中心に、

看護 3 年生および看護 4 年生がフィンランド短期留学

で履修した看護専門科目の授業内容とその学びを分析

し、留学の成果および今後の授業内容への要望を考察

した。

）倫理的配慮

今回の調査に当たり、学生に研究目的と方法につい

て口頭で説明し、同意を得てから実施した。研究協力

は任意であり、同意しない場合でも不利益はないこと

を説明した。帰国直後に臨地実習を控えている学生の

負担にならないよう、簡潔に学びを整理していくこと

のできる記録用紙を作成し、学びの内容が鮮明なフィ

ンランド留学中に記載できるよう配慮した。

３．結果

対象者は、看護学専攻  年生  名（編入生  名を含

む）、看護  年生  名の計  名であった。学生は、看護

専門科目として、 （周手術期看

護）と （急性期ケア）を履修した。

（周手術期看護）

麻酔看護

①授業内容：  の授業時間は 
時から  時  分までで、講義形式であった。

講義は麻酔の歴史から展開され、麻酔の導入や麻酔

管理については、写真を多く使用し、視覚的に専門授
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麻酔看護

①授業内容：  の授業時間は 
時から  時  分までで、講義形式であった。

講義は麻酔の歴史から展開され、麻酔の導入や麻酔

管理については、写真を多く使用し、視覚的に専門授

業に対する理解を深める構成となっていた。特に、麻

酔看護師の資格を取得した教員が実際の臨床場面での

エピソードを織り交ぜながら講義をする場面が印象的

であった。

②学生の気づき・学び：「麻酔看護は日本にはないため、

とても新鮮であった。」「徳大では麻酔の講義がなかっ

たので、各論実習までに自己学習をしておきたいと思

う。」「フィンランドでは という麻

酔を担当する看護師がいることを知った。手術を実施

する上で欠かせない麻酔について、医師だけではなく、

看護師も十分な知識が求められると気づいた。」「スマ

ホのアプリケーションを使いリアルタイムで授業内容

を問題として作成し、 つの選択肢で答えるクイズは、

学んだことをすぐにアウトプットすることが出来るの

でいいと思った。」「講義の最後にクイズ形式で復習し

ているのが楽しそうだし、勉強にもなっていいなと思

った。」「講義後のクイズ形式のまとめは学生のモチベ

ーションをあげるのに効果的だと感じた。徳大でもこ

のようなシステムを導入してほしい。」

 （急性期ケア）

①授業内容：授業時間は 時から 時 分までで、

アセスメントの視点について、内容及びアセスメ

ントの意図が詳しく教授されていた。

②学生の気づき・学び：「看護のアセスメントの方法を

のポイントに分けて項目を整理し、そのうえで１

つずつ詳しく説明してくれたので勉強になった。」「今

まで （ 気道）、 （ 呼吸）、

（ 循環）というのは知っていたが、詳し

く学習できていなかったので知識不足を感じた。特に

（ ：中枢神経）、（ ：脱衣と外表，

体温）については全く知らなかったので、日本に帰っ

たら学習しようと思う。」「 の循環の評価で心電図モニ

ターの読み取りやショック波形を学んだ。 をどの

ように評価するのかが具体的に学べた。」「 はどの国

でも統一された内容なので、どの国の医療者も正しく

理解しておく必要がある。」

講義を受けるフィンランドの学生に対する印象：

「メトロポリアの学生は、積極的に授業参加しており、

教員からの質問にも積極的に答えたり、手を挙げて質

問していた。」

４．考察

フィンランドでは日本と看護教育カリキュラムが違

っており、年半で卒業と同時に看護師免許を取得する

ことができる２）。実践力を重視した教育がなされてい

るため看護専門科目においても、アクティブラーニン

グを取り入れて、自ら考えながら学ぶ教育がなされて

いると考えられる。

フィンランドには という麻酔を

担当する看護師が存在する。日本においては、 年

に聖路加国際大学が大学院修士課程として周麻酔期看

護師養成講座を開設し、現在 大学の大学院が周麻酔

期看護師教育課程を持ち、 年 月までに 人が修

了しており 、医療の高度化のチーム医療の推進へ対応

するために高度な実践能力を持ち役割拡大が求められ

ている 。今回の短期留学で学生が、

が行う看護専門科目を受講できたことは、大変貴

重な経験であり、臨床に根差した質の高い講義から学

生の専門科目への関心や学びの深まりに繋がったと考

える。

５．結論

看護学生はフィンランド短期留学で、既習の知識と

国際的な視点での新しい知識の習得をもとに、日本と

の比較をしながら専門科目履修による学びを深めるこ

とができていた。今回の結果を踏まえ、看護専門科目

に対する学生の関心と学びの深まりを促進するための

授業設計について教員間検討を行い、アクティブラー

ニングの積極的な導入など、教授方法についての工夫

の必要性が示唆された． 
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